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(57)【要約】
【課題】本発明は、複数の杭によって柱を支持する杭基
礎構造において、柱の長期荷重を複数の杭に効率的に伝
達することを目的とする。
【解決手段】杭基礎構造２０は、複数の杭２２と、外周
部に下向きの下向き段差面５０Ｌが形成され、柱１４を
支持するプレキャストコンクリート部４２と、プレキャ
ストコンクリート部４２の周囲に設けられ、下向き段差
面５０Ｌが埋設される現場打ちコンクリート部６０と、
を有し、複数の杭２２の杭頭部２２Ｈ上に設けられるコ
ンクリート造のフーチング４０と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の杭と、
　外周部に下向きの段差面が形成され、柱を支持するプレキャストコンクリート部と、前
記プレキャストコンクリート部の周囲に設けられ、前記段差面が埋設される現場打ちコン
クリート部と、を有し、複数の前記杭の杭頭部上に設けられるコンクリート造のフーチン
グと、
　を備える杭基礎構造。
【請求項２】
　前記プレキャストコンクリート部の前記外周部には、突出部が設けられ、
　前記突出部の下面が、前記段差面とされる、
　請求項１に記載の杭基礎構造。
【請求項３】
　側面視にて、前記段差面の外端から外側下方へ斜め４５°の範囲内に、前記複数の杭の
何れかの杭頭部の中心が配置される、
　請求項１又は請求項２に記載の杭基礎構造。
【請求項４】
　前記プレキャストコンクリート部には、前記外周部から突出し、前記現場打ちコンクリ
ート部に埋設される補強部材が設けられる、
　請求項１～請求項３の何れか１項に記載の杭基礎構造。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、杭基礎構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　隣り合う複数の杭の杭頭部上にプレキャストコンクリート部材を設置し、プレキャスト
部材内に現場でコンクリートを打設することにより基礎及び柱を施工する基礎工法が知ら
れている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１では、隣り合う複数の杭によって柱が
支持される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－２９９００３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、複数の杭によって柱を支持する場合、例えば、平面視にて複数の杭の中央に
柱が配置される。この場合、各杭に対して柱が偏心するため、柱から各杭に伝達される長
期荷重の伝達効率が低下する可能性がある。
【０００５】
　本発明は、上記の事実を考慮し、複数の杭によって柱を支持する杭基礎構造において、
柱の長期荷重を複数の杭に効率的に伝達することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の杭基礎構造は、複数の杭と、外周部に下向きの段差面が形成され、柱
を支持するプレキャストコンクリート部と、前記プレキャストコンクリート部の周囲に設
けられ、前記段差面が埋設される現場打ちコンクリート部と、を有し、複数の前記杭の杭
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頭部上に設けられるコンクリート造のフーチングと、を備える。
【０００７】
　請求項１に係る杭基礎構造によれば、複数の杭と、複数の杭の杭頭部上に設けられるコ
ンクリート造のフーチングとを有する。フーチングは、プレキャストコンクリート部と、
プレキャストコンクリート部の周囲に設けられる現場打ちコンクリート部とを有する。プ
レキャストコンクリート部は、柱を支持する。これにより、柱の長期荷重（鉛直荷重）は
、プレキャストコンクリート部の下面から複数の杭頭部へ伝達される。
【０００８】
　また、プレキャストコンクリート部は、外周部に下向きの段差面を有する。この段差面
は、現場打ちコンクリート部に埋設される。これにより、柱の長期荷重は、段差面から現
場打ちコンクリート部を介して複数の杭頭部に伝達される。この際、柱の長期荷重の伝達
範囲が、現場打ちコンクリート部によってプレキャストコンクリート部の外側へ広げられ
る。したがって、柱の長期荷重を複数の杭に効率的に伝達することができる。
【０００９】
　請求項２に記載の杭基礎構造は、請求項１に記載の杭基礎構造において、前記プレキャ
ストコンクリート部の前記外周部には、突出部が設けられ、前記突出部の下面が、前記段
差面とされる。
【００１０】
　請求項２に係る杭基礎構造によれば、プレキャストコンクリート部の外周部には、突出
部が設けられる。この突出部の下面が、段差面とされる。このようにプレキャストコンク
リート部の外周部に突出部を設けることにより、プレキャストコンクリート部の外周部に
段差面を容易に設けることができる。
【００１１】
　また、プレキャストコンクリート部の外周部からの突出部の突出量（突出高さ）や、杭
頭部から突出部の下面までの高さを増減することにより、段差面から現場打ちコンクリー
ト部を介して杭頭部に伝達される柱の長期荷重の伝達範囲を調整することができる。
【００１２】
　請求項３に記載の杭基礎構造は、請求項１又は請求項２に記載の杭基礎構造において、
側面視にて、前記段差面の外端から外側下方へ斜め４５°の範囲内に、前記複数の杭の何
れかの杭頭部の中心が配置される。
【００１３】
　請求項３に係る杭基礎構造によれば、側面視にて、プレキャストコンクリート部の段差
面の外端から外側下方へ斜め４５°の範囲内に、複数の杭の何れかの杭頭部の中心が配置
される。これにより、柱の長期荷重は、プレキャストコンクリート部の段差面から現場打
ちコンクリート部を介して杭の杭頭部の中心部へ伝達される。したがって、柱の長期荷重
を杭に効率的に伝達することができる。
【００１４】
　請求項４に記載の杭基礎構造は、請求項１～請求項３の何れか１項に記載の杭基礎構造
において、前記プレキャストコンクリート部には、前記外周部から突出し、前記現場打ち
コンクリート部に埋設される補強部材が設けられる。
【００１５】
　請求項４に係る杭基礎構造によれば、プレキャストコンクリート部には、補強部材が設
けられる。補強部材は、プレキャストコンクリート部の外周部から突出し、現場打ちコン
クリート部に埋設される。これにより、地震時に、補強部材を介して、プレキャストコン
クリート部と現場打ちコンクリート部との間で短期荷重が伝達される。したがって、フー
チングの耐震性能が向上する。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように、本発明に係る杭基礎構造によれば、複数の杭によって柱を支持す
る杭基礎構造において、柱の長期荷重を複数の杭に効率的に伝達することができる。



(4) JP 2020-26620 A 2020.2.20

10

20

30

40

50

【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】一実施形態に係る杭基礎構造が適用された構造物の基礎部を示す縦断面図である
。
【図２】図４の２－２線断面図である。
【図３】図１に示される杭基礎構造の施工過程を示す立面図である。
【図４】図１に示される杭基礎構造の施工過程を示す立面図である。
【図５】図１に示される杭基礎構造の施工過程を示す立面図である。
【図６】比較例に係る杭基礎構造を示す縦断面図である。
【図７】図１に示される杭基礎構造の変形例を示す立面図である。
【図８】図１に示される杭基礎構造の変形例を示す立面図である。
【図９】（Ａ）及び（Ｂ）は、図１に示される杭基礎構造の変形例を示す図２に対応する
断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照しながら、一実施形態に係る杭基礎構造について説明する。
【００１９】
（杭基礎構造）
　図１には、本実施形態に係る杭基礎構造２０が適用された構造物（建物）１０の基礎部
１２が示されている。構造物１０の基礎部１２は、複数の杭２２で１本の柱１４を支持す
る杭基礎とされている。この基礎部１２は、複数の杭２２と、ベース体３０と、フーチン
グ４０と、複数の基礎梁７０とを備えている。
【００２０】
（杭）
　杭２２は、例えば、コンクリート杭や鋼杭とされており、地盤Ｇに設けられている。図
２に示されるように、複数の杭２２は、平面視にて、互いに隣り合うように配置されてい
る。より具体的には、４本の杭２２は、平面視にて４本の杭２２の杭頭部２２Ｈを結ぶ線
が矩形状になるように互いに隣り合って配置されている。これらの杭２２の杭頭部２２Ｈ
上には、ベース体３０が設けられている。
【００２１】
　なお、杭２２の形状や構造、配置は、適宜変更可能である。また、杭２２は、新設杭で
も良いし、既存杭でも良い。
【００２２】
（ベース体）
　図１に示されるように、ベース体３０は、鉄筋コンクリート造とされており、内部に補
強筋３２が適宜埋設されている。このベース体３０は、地盤Ｇを掘削した掘削部に形成さ
れている。また、ベース体３０は、平面視にて矩形状の盤状に形成されており、複数の杭
２２の杭頭部２２Ｈに亘って設けられている。このベース体３０には、複数の杭２２の杭
頭部２２Ｈが埋設されている。
【００２３】
　なお、ベース体３０に杭２２の杭頭部２２Ｈを埋設せずに、ベース体３０を杭２２の杭
頭部２２Ｈに設けても良い。また、ベース体３０は、地盤Ｇの掘削部ではなく、地上に形
成することも可能である。
【００２４】
　図３に示さるように、ベース体３０には、当該ベース体３０と後述するフーチング４０
とを接続する接続鉄筋３４が設けられている。接続鉄筋３４は、端部がベース体３０の上
面３０Ｕから上方へ突出された状態で、ベース体３０に埋設されている。このベース体３
０上には、フーチング４０が設けられている。なお、図２では、接続鉄筋３４の図示が省
略されている。
【００２５】
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（フーチング）
　図１に示されるように、フーチング４０は、鉄筋コンクリート造とされており、内部に
補強筋６２等が埋設されている。また、フーチング４０は、ベース体３０を介して複数の
杭２２の杭頭部２２Ｈ上に設けられている。このフーチング４０及びベース体３０を介し
て、複数の杭２２、柱１４、及び複数の基礎梁７０が相互に接合されている。
【００２６】
　フーチング４０は、プレキャストコンクリート部（プレキャストコンクリート部材）４
２と、現場打ちコンクリート部６０とを有している。プレキャストコンクリート部（以下
、「プレキャスト部」という）４２は、プレキャストコンクリートによって形成されてお
り、フーチング４０上に立てられる柱１４を支持する。なお、プレキャスト部４２は、例
えば、工場や敷地内サイト等によって形成される。
【００２７】
　図２に示されるように、プレキャスト部４２は、角柱状に形成されている。また、プレ
キャスト部４２は、平面視にて、複数の杭２２の杭頭部２２Ｈの中央部に配置されている
。なお、プレキャスト部４２は、角柱状に限らず、例えば、円柱状であっても良い。
【００２８】
　図１に示されるように、プレキャスト部４２には、複数の接合筋４４が埋設されている
。複数の接合筋４４は、例えば、アンカー筋や、柱主筋とされる。各接合筋４４は、上下
方向に沿ってプレキャスト部４２に埋設されるとともに、上端部がプレキャスト部４２の
上面４２Ｕから上方へ突出している。これらの接合筋４４には、例えば、フーチング４０
上に立てられる柱１４の図示しない柱主筋や、ベースプレートが接合される。
【００２９】
　なお、柱１４は、鉄筋コンクリート造や、鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造とされる。
また、柱１４は、プレキャスト部材で形成しても良いし、現場打ちコンクリートで形成し
ても良い。
【００３０】
　プレキャスト部４２には、複数の上端梁主筋４６及び複数の下端梁主筋４８が設けられ
ている。複数の上端梁主筋４６は、プレキャスト部４２の上部の側面４２Ｓから突出して
いる。また、複数の下端梁主筋４８は、プレキャスト部４２の下部の側面４２Ｓから突出
している。これらの上端梁主筋４６及び下端梁主筋４８には、基礎梁７０の上端梁主筋７
２及び下端梁主筋７４が接続されている。
【００３１】
（基礎梁）
　基礎梁７０は、プレキャストコンクリートによって形成されている。この基礎梁７０は
、断面矩形状に形成されており、プレキャスト部４２の側面４２Ｓに端面７０Ｅを対向さ
せた状態で配置されている。この基礎梁７０の内部には、複数の上端梁主筋７２及び複数
の下端梁主筋７４が埋設されている。
【００３２】
　複数の上端梁主筋７２及び複数の下端梁主筋７４は、基礎梁７０の材軸方向に沿って基
礎梁７０に埋設されるとともに、基礎梁７０の端面７０Ｅからそれぞれ突出している。上
端梁主筋７２は、機械式継手７６を介してプレキャスト部４２の上端梁主筋４６と接続さ
れている。また、下端梁主筋７４は、機械式継手７６を介してプレキャスト部４２の下端
梁主筋４８と接続されている。
【００３３】
　なお、基礎梁７０の上端梁主筋７２と、プレキャスト部４２の上端梁主筋４６とは、機
械式継手７６に限らず、溶接で接続（接合）しても良い。これと同様に、基礎梁７０の下
端梁主筋７４とプレキャスト部４２の下端梁主筋４８とは、機械式継手７６に限らず、溶
接で接続（接合）しても良い。
【００３４】
　プレキャスト部４２の上部の外周部には、突出部５０が設けられている。突出部５０は
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、プレキャスト部４２の上部の各側面４２Ｓから外側へ突出している。この突出部５０は
、プレキャスト部４２の上部の全周に亘って設けられており、平面視にて矩形状の環状に
形成されている。
【００３５】
　突出部５０の下面は、下向きの段差面（以下、「下向き段差面」という）５０Ｌとされ
ている。下向き段差面５０Ｌは、略水平な平坦面とされており、プレキャスト部４２から
各杭２２の杭頭部２２Ｈ側（外側）へ延出している。この下向き段差面５０Ｌは、後述す
る現場打ちコンクリート部６０（図１参照）に埋設されている。
【００３６】
　また、突出部５０の上面は、上向きの段差面（以下、「上向き段差面」という）５０Ｕ
とされている。下向き段差面５０Ｌは、略水平な平坦面とされており、プレキャスト部４
２から各杭２２の杭頭部２２Ｈ側（外側）へ延出している。この上向き段差面５０Ｕは、
後述する現場打ちコンクリート部６０に埋設されている。なお、下向き段差面５０Ｌ及び
上向き段差面５０Ｕは、例えば、傾斜面や湾曲面であっても良い。
【００３７】
　プレキャスト部４２には、当該プレキャスト部４２と後述する現場打ちコンクリート部
６０とを接続する複数の補強部材５２が埋設されている。複数の補強部材５２は、鉄筋に
よって形成されている。これらの補強部材５２は、プレキャスト部４２の上部及び下部の
側面４２Ｓからそれぞれ突出しており、現場打ちコンクリート部６０（図１参照）に埋設
される。なお、補強部材５２は、鉄筋に限らず、例えば、スタッドやアングル等であって
も良い。
【００３８】
　図１に示されるように、現場打ちコンクリート部（以下、「現場打ち部」という）６０
は、鉄筋コンクリート造とされており、ベース体３０上に設置されたプレキャスト部４２
の周囲に、補強筋６２を適宜配筋した状態でコンクリートを打設することにより形成され
ている。また、現場打ち部６０には、前述した複数の上端梁主筋４６，７２、下端梁主筋
４８，７４、機械式継手７６、及び補強部材５２が埋設されている。この現場打ち部６０
を介して、プレキャスト部４２とベース体３０及び複数の杭２２とが接合されている。ま
た、現場打ち部６０を介して、プレキャスト部４２と基礎梁７０とが接合されている。
【００３９】
　また、現場打ち部６０には、プレキャスト部４２の突出部５０の全体が埋設されている
。また、現場打ち部６０は、プレキャスト部４２の下向き段差面５０Ｌとベース体３０の
上面３０Ｕとの間に隙間なく充填されている。これにより、柱１４の長期荷重（鉛直荷重
）Ｎが、プレキャスト部４２の下向き段差面５０Ｌから現場打ち部６０を介して杭２２に
伝達される。また、地震時に柱１４に作用する引抜き力Ｆが、突出部５０の上向き段差面
５０Ｕから現場打ち部６０を介して基礎梁７０に伝達される。
【００４０】
　なお、プレキャスト部４２の側面４２Ｓには、現場打ちコンクリート部６０との付着力
を高めるコッター５４（図４参照）が形成されている。また、図示を省略するが、基礎梁
７０の端面７０Ｅにも、現場打ちコンクリート部６０との付着力を高めるコッターが形成
されている。なお、各種のコッター５４等は、適宜省略可能である。
【００４１】
　ここで、図４に示されるように、プレキャスト部４２の側面４２Ｓから延出する下向き
段差面５０Ｌの延出長さ（突出部５０の突出量（突出高さ））ａ、及び杭２２の杭頭部２
２Ｈから下向き段差面５０Ｌまでの高さｈは、例えば、次のように設定される。
【００４２】
　すなわち、下向き段差面５０Ｌの延出長さａ及び高さｈは、側面視にて、より具体的に
は下向き段差面５０Ｕ及び杭頭部２２Ｈを含む縦断面視にて、下向き段差面５０Ｌの外端
５０Ｌ１（下向き段差面５０Ｌの延出方向の先端）から、外側下方へ斜め４５°の範囲（
以下、「伝達範囲Ｍ」という）内に、何れかの杭２２の杭頭部２２Ｈの中心Ｃが配置され
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るように設定される。これにより、柱１４の長期荷重Ｎが、下向き段差面５０Ｌを介して
杭２２の杭頭部２２Ｈに効率的に伝達される。
【００４３】
　また、下向き段差面５０Ｌは、現場打ち部６０から上向きの反力Ｒを受ける。この反力
Ｒによって突出部５０の根元部分が破損（せん断破壊）しないように突出部５０の縦幅（
上下方向の長さ）ｂが設定される。
【００４４】
　次に、本実施形態に係る杭基礎構造２０の施工方法の一例について説明する。
【００４５】
　先ず、図３に示されるように、杭施工工程において、複数の杭２２を地盤Ｇに施工する
。この際、複数の杭２２は、互いに隣り合うように配置する。なお、杭２２として既存杭
を利用する場合には、杭施工工程は省略される。
【００４６】
　次に、ベース体施工工程において、複数の杭２２の杭頭部２２Ｈの周辺に、ベース体３
０を施工し、これらの杭頭部２２Ｈをベース体３０に埋設する。
【００４７】
　次に、図４に示されるように、プレキャスト部設置工程において、図示しない揚重機等
によってプレキャスト部４２を吊り上げ、ベース体３０の上面３０Ｕの中央部にプレキャ
スト部４２を設置する。この際、プレキャスト部４２は、平面視にて、互いに隣り合う杭
２２の杭頭部２２Ｈの中央部に設置する。なお、プレキャスト部４２は、工場や敷地内サ
イト等によって予め形成しておく。また、プレキャスト部４２は、平面視にて、互いに隣
り合う杭２２の杭頭部２２Ｈの中央部から外れた位置に配置することも可能である。
【００４８】
　以上の手順を繰り返し、図５に示されるように、複数のプレキャスト部４２を施工する
。
【００４９】
　次に、基礎梁施工工程において、隣り合うプレキャスト部４２の間に基礎梁７０を設置
する。そして、図１に示されるように、基礎梁７０の端面７０Ｅから突出する複数の上端
梁主筋７２と、プレキャスト部４２の側面４２Ｓから突出する複数の上端梁主筋４６とを
機械式継手７６を介して接続する。また、基礎梁７０の端面７０Ｅから突出する複数の下
端梁主筋７４と、プレキャスト部４２の側面４２Ｓから突出する複数の下端梁主筋４８と
を機械式継手７６を介して接続する。なお、基礎梁７０は、工場や敷地内サイト等によっ
て予め形成しておく。
【００５０】
　次に、現場打ち部施工工程において、ベース体３０の外周部に沿って図示しない型枠を
仮設し、仮設した型枠内に補強筋３２を適宜配筋した状態でコンクリートを打設する。こ
れにより、プレキャスト部４２の周囲に現場打ち部６０が形成され、プレキャスト部４２
及び現場打ち部６０によってフーチング４０が形成される。この結果、現場打ち部６０を
介して、プレキャスト部４２とベース体３０及び複数の杭２２とが接合される。また、現
場打ち部６０を介して、プレキャスト部４２と基礎梁７０とが接合される。
【００５１】
　次に、柱施工工程において、プレキャスト部４２上に柱１４を施工する。この柱１４は
、フーチング４０を介して複数の杭２２に支持されるとともに、フーチング４０を介して
基礎梁７０と接合される。
【００５２】
　なお、柱施工工程は、基礎梁施工工程の前や、現場打ち部施工工程の前に行っても良い
。
【００５３】
（作用）
　次に、本実施形態の作用について説明する。
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【００５４】
　先ず、本実施形態に係る杭基礎構造２０の作用を明確にするために、比較例に係る杭基
礎構造１００について説明する。
【００５５】
　図６に示されるように、杭基礎構造１００では、複数の杭２２の杭頭部２２Ｈ上にフー
チング１０２が設けられている。このフーチング１０２は、現場において、複数の杭２２
の杭頭部２２Ｈの周囲にコンクリートを打設することにより形成されている。このフーチ
ング１０２の上には、柱１４が立てられている。この柱１４は、フーチング１０２を介し
て複数の杭２２に支持されている。
【００５６】
　ここで、柱１４は、平面視にて複数の杭２２の中央に配置されており、各杭２２に対し
て柱１４が偏心している。この場合、柱１４の長期荷重Ｎは、柱１４の下面からフーチン
グ１０２を介して複数の杭２２の中央部に伝達される。したがって、柱１４から各杭２２
に伝達される長期荷重Ｎの伝達効率が低下する可能性がある。
【００５７】
　これに対して本実施形態に係る杭基礎構造２０では、図１に示されるように、複数の杭
２２の杭頭部２２Ｈ上に、ベース体３０を介してフーチング４０が設けられている。フー
チング４０は、プレキャスト部４２と、現場打ち部６０とを有している。プレキャスト部
４２は、柱１４を支持している。これにより、柱１４の長期荷重Ｎは、プレキャスト部４
２の下面４２Ｌからベース体３０を介して複数の杭頭部２２Ｈへ伝達される。
【００５８】
　ここで、プレキャスト部４２は、外周部に下向き段差面５０Ｌを有している。この下向
き段差面５０Ｌは、現場打ち部６０に埋設されている。これにより、柱１４の長期荷重Ｎ
は、下向き段差面５０Ｌから現場打ち部６０を介して複数の杭頭部２２Ｈに伝達される。
この際、柱１４の長期荷重Ｎの伝達範囲Ｍが、図４に二点鎖線で示されるように、現場打
ち部６０によってプレキャスト部４２の外側へ広げられる。
【００５９】
　より具体的に説明すると、柱１４の長期荷重Ｎは、側面視にて、下向き段差面５０Ｌの
外端５０Ｌ１から外側下方へ斜め４５°の伝達範囲Ｍに伝達される。したがって、本実施
形態では、プレキャスト部４２が下向き段差面５０Ｌを有しない構成と比較して、柱１４
の長期荷重Ｎを杭２２の杭頭部２２Ｈに効率的に伝達することができる。
【００６０】
　特に本実施形態では、側面視にて、プレキャスト部４２の下向き段差面５０Ｌの外端５
０Ｌ１から外側下方へ斜め４５°の伝達範囲Ｍ内に、杭２２の杭頭部２２Ｈの中心Ｃが配
置されている。これにより、柱１４の長期荷重Ｎが、プレキャスト部４２の下向き段差面
５０Ｌから現場打ち部６０を介して杭２２の杭頭部２２Ｈの中心Ｃ（中心部）へ伝達され
る。したがって、柱１４の長期荷重Ｎを杭２２に効率的に伝達することができる。
【００６１】
　また、下向き段差面５０Ｌは、突出部５０の下面によって形成されている。したがって
、プレキャスト部４２の外周部に突出部５０を設けることにより、プレキャスト部４２に
下向き段差面５０Ｌを容易に設けることができる。
【００６２】
　また、下向き段差面５０Ｌの延出長さａ及び高さｈを増減することにより、柱１４の長
期荷重Ｎの伝達範囲Ｍを調整することができる。
【００６３】
　さらに、プレキャスト部４２には、複数の補強部材５２が設けられている。複数の補強
部材５２は、プレキャスト部４２の外周部から突出し、現場打ち部６０に埋設されている
。これにより、地震時には、複数の補強部材５２のダウエル効果によって、プレキャスト
部４２と現場打ち部６０との間で短期荷重が伝達される。したがって、フーチング４０の
耐震性能が向上する。
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【００６４】
　また、図１に示されるように、プレキャスト部４２の上向き段差面５０Ｕは、現場打ち
部６０に埋設されている。これにより、地震時に柱１４に作用する引抜き力Ｆが、突出部
５０の上向き段差面５０Ｕから現場打ち部６０を介して基礎梁７０に伝達される。したが
って、フーチング４０の耐震性能がさらに向上する。
【００６５】
　また、プレキャスト部４２は、ベース体３０を介して複数の杭２２上に設けられている
。これにより、複数の杭２２に対するプレキャスト部４２の位置決めや、プレキャスト部
４２のレベル調整、現場打ち部６０の補強筋６２の配筋作業が容易となる。さらに、プレ
キャスト部４２の上端梁主筋４６及び下端梁主筋４８と、基礎梁７０の上端梁主筋７２及
び下端梁主筋７４との接続作業が容易となる。したがって、杭基礎構造２０の施工性が向
上する。
【００６６】
（変形例）
　次に、上記実施形態の変形例について説明する。
【００６７】
　上記実施形態の突出部５０は、プレキャスト部４２の外周部の全周に亘って設けられる
が、上記実施形態はこれに限らない。例えば、図７に示される変形例では、プレキャスト
部４２の各側面４２Ｓに、突起状に突出する突出部８０が設けられており、この突出部８
０の下面によって下向き段差面８０Ｌが形成されている。
【００６８】
　また、上記実施形態では、突出部５０の下面によって下向き段差面５０Ｌが形成される
が、上記実施形態はこれに限らない。例えば、図８に示される変形例では、プレキャスト
部４２の上部４２Ａの横断面積が、プレキャスト部４２の下部４２Ｂの横断面積よりも大
きくされている。これにより、プレキャスト部４２の上部４２Ａと下部４２Ｂとの間に下
向き段差面８２が形成されている。
【００６９】
　また、上記実施形態では、下向き段差面５０Ｌの外端５０Ｌ１から外側下方へ斜め４５
°の伝達範囲Ｍ内に、杭２２の杭頭部２２Ｈの中心Ｃが配置されるが、上記実施形態はこ
れに限らない。伝達範囲Ｍには、杭２２の杭頭部２２Ｈの少なくとも一部を配置すること
ができる。
【００７０】
　また、上記実施形態では、突出部５０の上向き段差面５０Ｕが現場打ち部６０に埋設さ
れるが、上向き段差面５０Ｕは、現場打ち部６０に埋設せずに、現場打ち部６０から突出
させても良い。また、上向き段差面５０Ｕと現場打ち部６０の上面とを面一にしても良い
。
【００７１】
　また、上記実施形態では、４本の杭２２によって柱１４が支持されるが、上記実施形態
はこれに限らない。例えば、図９に示される変形例のように、３本の杭２２によって柱１
４が支持されても良いし、図１０に示される変形例のように、２本の杭２２によって柱が
支持されても良い。この場合、例えば、杭頭部２２Ｈに位置に応じて、プレキャスト部４
２の外周部に突出部５０、８６が設けられる。
【００７２】
　また、上記実施形態では、ベース体３０とフーチング４０の現場打ち部６０とが別々に
施工されるが、上記実施形態はこれに限らない。例えば、複数の杭頭部２２Ｈ上に、架台
を介してプレキャスト部４２を設置する。この状態で、プレキャスト部４２の周囲にコン
クリートを打設するとともに、プレキャスト部４２と複数の杭頭部２２Ｈとの間（隙間）
にコンクリートを打設することにより、ベース体３０と現場打ち部６０とを一体に施工し
ても良い。
【００７３】
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　また、複数の杭頭部２２Ｈ上には、ベース体３０に替えて、捨てコンクリートや、鋼製
ベースプレートが設けられても良い。
【００７４】
　また、上記実施形態では、プレキャスト部４２には、補強部材５２が設けられるが、補
強部材５２は、適宜省略可能である。
【００７５】
　また、上記実施形態では、フーチング４０の内部に補強筋６２が配筋されるが、補強筋
６２は省略可能である。つまり、フーチングは、鉄筋の有無に関わらず、コンクリートで
形成されたコンクリート造にすることができる。また、フーチング４０及びプレキャスト
部４２の形状は、適宜変更可能である。
【００７６】
　また、フーチング４０上に立てられる柱１４は、鉄筋コンクリート造に限らず、鉄骨鉄
筋コンクリート造や鉄骨造であっても良い。
【００７７】
　また、プレキャスト部４２は、プレキャストコンクリートで形成された柱１４の柱脚部
であっても良い。
【００７８】
　また、上記実施形態では、基礎梁７０がプレキャストコンクリートによって形成される
が、基礎梁７０は、現場打ち工法によって形成されても良い。また、基礎梁７０は、適宜
省略可能である。なお、基礎梁７０を省略した場合は、例えば、プレキャスト部４２の上
端梁主筋４６及び下端梁主筋４８も省略可能である。
【００７９】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明はこうした実施形態に限定され
るものでなく、一実施形態及び各種の変形例を適宜組み合わせて用いても良いし、本発明
の要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様で実施し得ることは勿論である。
【符号の説明】
【００８０】
１４　　　柱
２０　　　杭基礎構造
２２　　　杭
２２Ｈ　　杭頭部
４０　　　フーチング
４２　　　プレキャストコンクリート部
５０　　　突出部
５０Ｌ　　下向き段差面（段差面）
５０Ｌ１　外端
５２　　　補強部材
６０　　　現場打ちコンクリート部
８０　　　突出部
８２　　　下向き段差面（段差面）
８４　　　段差面（段差面）
８６　　　段差面（段差面）
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